
                 

平成 27 年度瀬戸内海国立公園子どもパークレンジャー事業（広島地区） 

 

テ ー マ：ぼくの わたしの 「宮島子ども自然遺産さがし」 

～海辺の生き物＆シカのくらし ところん大調査～ 

実施日時：平成 27 年10月 10 日（土）9：00 ～ 12 日（月・祝）16：00 

場  所：広島県廿日市市 宮島 

講  師：呼坂 達夫 氏（広島県環境アドバイザー） 

     金井塚 務 氏（広島フィールドミュージアム） 

参 加 者：小学 4～6 年生 20 名（募集定員 20 名） 

天  候：晴時々曇／1 日目、晴時々曇／2 日目、曇一時雨／3 日目 

内  容：1 日目は瀬戸内海の干潟に生息する生き物調査を行い、夜はウミホタルの捕獲・ 

発行実験を行いました。2 日目はシカの食痕やぬた場などの生活痕を探すトラッ 

キングを行い、夜には森にでかけ、静かに森の音を聞いたり星空を観察するな 

ど夜ならではの自然を体験しました。最後に2 日間の自然体験を通して、未来 

に残したい「宮島子ども自然遺産」の俳画を作り、観光客や保護者の皆さんに 

発表しました。 

 

 

 

【実施風景】 

 

【1 日目】JPR任命式 9:00 

宮島口に集合し、開会式・任命式を行い、

レンジャー（自然保護官）より任命書を手

渡しました。３日間、子どもパークレンジ

ャーとして頑張ってくださいね！ 

 

オリエンテーション 10:20 

宮島の大元公園までパトロールをしなが

ら徒歩移動。 

3日間の目的や任務を確認し、グループで

目標などを立てました。 



                 

 

国立公園とレンジャーについて 

レンジャーって？国立公園って？ 

子どもパークレンジャーになるからには

知っておかねば任務を果たせませんね！

日本の国立公園や仕事内容について学習

しました。 

 

アイスブレイク 

グループ対抗で人間あやとり！ 

初対面の20人が一気にうち解けました。 

 

干潟の生き物調査 13:00 

いよいよ午後から任務開始！ 

干潟の生き物調査です。 

カニゾーンでは色々な種類のカニを見つ

けました。カニによって棲む場所も違うん

ですね。 

 

アラムシロの捕食実験 

小イワシを置いてみると、20分ほどでア

ラムシロガイだらけに！海が死がいだら

けにならないのはアラムシロガイのよう

な海の掃除屋さんのおかげです。 



                 

 

マテガイ採り 

穴に塩を入れると、高い塩分濃度にびっく

りしたマテガイが顔を出し、そこを尽かさ

ずキャッチ！ 

 

潮干狩り 

今やチヌやナルトビエイの捕食で数を減

らすアサリ。保護ネットをしている干潟で

グループ対抗潮干狩り！ 

 

大漁！ 

各グループの採取数はなんと 400個以

上。計1800個も採れました！！ 

 

夕食作り 17:00 

採れたてのアサリでアサリ汁を作りまし

た。地産地消ですね！ 



                 

 

ナイトハイク 19:30 

海辺で静かな時間を過ごします。シカの声

や波の音、海沿いの夜景などを普段経験す

ることのない時間です。また、レンジャー

になったきっかけややりがいなどレンジ

ャーのお話も聞きました。 

 

ウミホタルの観察 

魚のアラを穴の空いた瓶に入れて海に投

入！青白く光るウミホタルを捕獲し、顕微

鏡で観察しました。 

 

【2 日目】シカの生態調査 9:00 

2mの計測棒を持って、島内の樹木の高さ

を測ります。 

 

ディアライン（deer line） 

計測していくと、島内の植物はある一定以

上の高さにしかないことが分かります。壁

の這うツタもシカに食べられ、見事にディ

アラインが出来ています。 



                 

 

小さくなった植物 

宮島にはシカに食べられまいと小さくな

った植物もあります。柵の中や石の隙間に

は普通サイズの植物が残っていました。ど

こにでもあるヨモギも宮島では貴重です。 

 

盆栽型の松 

シカの通り道を登っていくと盆栽のよう

な松がたくさんありました。これもシカが

新芽を食べた結果です。 

宮島の植物にはシカとの生存競争の様子

があちこちで見られます。 

 

宮島の森 

こんな森の中も歩きました。 

大きな広葉樹がたくさんあります。宮島に

は豊かな自然が残っているんですね。 

 

ヌタ場 

繁殖期のオスジカが身体に泥や臭いを付

けるために利用するヌタ場。偶然ヌタ場を

利用しているオスジカに遭遇しました！ 

右が小さくなった 

チドメグサ 

 



                 

 

宮島のシカは幸せ？ 

野生といっても宮島のシカは人との距離

が近く、色々な問題を抱えています。胃の

中には3㎏ものゴミがたまり、栄養失調

や死んでしまうシカもいます。 

 

夕食作り 16:00 

皮むき、野菜のカット、煮込みまでみんな

で分担してカレーを作りました。 

 

 

星空観察 19:30 

2日目の夜は雲一つない満点の星を見る

ことができました。星座盤を使って 10月

に見える星をチェック！ 

 

【3 日目】クリーンハイク 8:30 

瀬戸内海では漂着ゴミが大きな問題にな

っています。最終日の朝は包ヶ浦海岸でゴ

ミ拾いをしました。生活用品のほか、牡蠣

筏に使用される漁具なども流れ着きます。 



                 

 

ふりかえりと俳画作り 9:30 

2日間の体験を通して、自分が伝えたい

「宮島子ども自然遺産」を選定し、俳画を

作成しました。 

 

「宮島子ども自然遺産」認定 

「ウミホタル」や「シカ」、「宮島の夜景」

など様々な伝えたい自然が選定され、レン

ジャーから認定印をもらいました。 

 

街頭 PR 大作戦！ 14:30 

未来に残したい自然を人に伝えることも

レンジャーとして大事な任務です。俳画を

展示して、観光客や保護者の方々に「宮島

子ども自然遺産」を発表しました。 

 

任務終了！ 

自然調査やレンジャーの仕事を体験して、

色々な発見があった3日間だったと思い

ます。 

今後も子どもパークレンジャーとして、大

切な自然を沢山の人に伝えていってもら

いたいなと思います。 

3日間お疲れさまでした！！！ 


